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あとがき
　最近の複雑化された現代社会は予期できないような危険性
に満ちている。それらは潜在的な危険性にとどまっているが、
何らかの理由で具体的なトラブルとして顕在化したときには
クライシス（危機）に発展する可能［生がある。しかも突発的に
発生する事件や事故は社会構造の複雑化によって近年増加し
ている。医療の現場でも同様であって、リスクマネージメント
（危機管理）ということが重要視され、クライシスの発生を未
然に防ぐために様々な予防策を講じ、クライシスそのものに
対する対応策についても十分に検討し、備えている。しかしな
がら、クライシスそのものに対してはうまく対応できたにも
かかわらず、メディア側の誤った対応によってクライシスが
拡大したり、医療の現場のみならず、社会に対して二次的なク
ライシスを引き起こす原因にもなっている。
これらの問題を解決するには色々なことが考えられるが、安
全な医療を国民に供給するには医学生の教育、寸寸教育が重
要である。本号の巻頭言にも述べられているようにこれから
はdouble　majorの時代ということで医学専門領域の知識のみ
ならず、何かsecond　majorとしての知識を個々に身につける
ような教育も重要であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一色　淳　記）
1．庶務報告
　○第152回総会（平成15年11月1日土曜）開催
　当番教室：生化学講座、泌尿器科学講座
　特別講演：井坂恵一　産科婦人科学講座主任教授
　　シンポジウム：診断・治療に応用可能な細胞生物学的解析
　　　　　　　　法。シンポジウム8演題
　　＊投稿論文奨励賞、医学会奨励賞の受賞講演並びに表彰式
　○第153回総会（平成16年6月5日土曜）開催予定
　当番教室：微生物学講座、老年病学講座
　そ　の　他：パネル発表予定
2．編集報告
　61巻6号：再校正中（12月中旬発行予定）
　62巻1号：初校正印刷中
　62巻2号：投稿募集中
　62巻3号：投稿募集中
3．臨床懇話会報告
　　D　開催報告
　　　第334回（15．10．16）泌尿器科学講座青柳貞一郎講師
幹事会（要旨）（平成15年11月）
　　　　　　　　　　　第335回（15．11．20）内科学第二講座近森大志郎助教
　　　授
　2）開催予定
　　　第336回（15．12．16）内科学第三講座内海裕也助教授
　　　第337回（16．L未定）皮膚科学講座依頼中
　　　第338回（162．未定）整形外科学講座依頼中
4．審議事項
　1）投稿規定「執筆にあたっての留意事項」の見直しにつ
　　　いて
　　　＊「執筆にあたっての留意事項」の見直しについては、
　　　投稿者より論文作成にあたって注意すべき点の細部
　　　について知りたいとの要望や、査読過程で査読者から
　　　投稿者に寄せられた注意事項を見直し事項とした旨
　　　の説明がなされた。
　　　個々の事項について種々討議した結果修正案が承認
　　　された。
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